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導入：自律型AIエージェント時代における知的財産実務の転
換点 
2026年6月9日、米Anthropic社は同社の最高峰「Mythos」クラスの基盤モデルを一般・商用利用向
けに安全性を担保した形で最適化した新モデル「Claude Fable 5」をリリースした 1。知的財産および
特許実務の領域は、厳密な論理的整合性、高度な技術的理解、そして広範な法的知識が交差する

極めて複雑な分野である。これまで最上位モデルとして機能していた「Claude Opus 4.8」（2026年5
月28日リリース）は、適応型思考（Adaptive thinking）や100万トークン（1M）のコンテキストウィンドウ
を備え、法務エージェントのベンチマークにおいて実質的な法的業務の「全項目合格（all-pass）」基
準で史上初めて10%の壁を突破するなど、知識労働において極めて高い能力を示していた 4。 
しかしながら、特許出願書類（明細書、特許請求の範囲、図面）の作成や、米国特許商標庁（USPTO
）等からの拒絶理由通知（Office Action）への応答は、単一のプロンプトで完結するタスクではない。
特許実務は、数日間にわたる反復的な推敲と、文書全体にわたる高度な用語の整合性（先行詞の

基準など）の維持が不可欠である。Opus 4.8をもってしても、こうした長期的かつ複雑な知財ワーク
フローにおいては「不便さ」や「実務上の限界」が明確に存在していた。 
本報告書では、徹底的なデータ分析と知財実務のワークフローの観点から、Claude Fable 5が提供
する「非同期型の長期タスク実行能力」「高度な視覚情報（ビジョン）処理」「プロアクティブな自己検

証機能」が、Opus 4.8時代に特許実務家が抱えていたボトルネックをどのように解消し、特許権利化
業務のあり方をどう変革するのかを網羅的かつ詳細に論述する。 

知的財産実務におけるClaude Opus 4.8の貢献と露呈した
構造的限界 
Claude Fable 5のインパクトを正確に評価するためには、まず前世代の最高峰であるOpus 4.8の到
達点と、特許実務の現場で直面していた未解決の課題（Pain Points）を明確に定義する必要があ
る。 
Opus 4.8の到達点とハイブリッド推論モデルの恩恵 

Opus 4.8は、深い文脈理解と論理的推論において優れた性能を発揮し、複雑なエンタープライズタ
スクや高度なコーディング、ナレッジワークの基盤として機能してきた 5。特に注目すべきは、過去の
Opus 4.7と比較して、生成するコードの欠陥を見逃す確率が約4分の1に減少するなど、事実誤認
（ハルシネーション）の抑制と正確性の向上において顕著な進化を遂げていた点である 6。 
特許実務において、Opus 4.8は多大な貢献をもたらした。100万トークンのウィンドウを活かし、数十



件の特許公報や非特許文献を一度に読み込み、新規性や進歩性の阻害要因を抽出する先行技術

調査タスクや、発明者からのヒアリングメモ（Invention Disclosure）を基に背景技術の草案を迅速に
生成する機能は、実務家の作業時間を大幅に短縮した 5。さらに、マルチモーダル推論をサポートし
ているため、PDFや図面を含む非構造化データを読み込み、Genieなどのシステムにおいて従来モ
デルより61%も低いトークンコストでワークフローを実行できる点も高く評価されていた 5。 
特許審査官および実務家が直面していた「不便さ」と限界 

しかし、実際の特許権利化（プロセキューション）の最前線において、Opus 4.8などの同期型・対話
型AIモデルには構造的な限界があった。米国特許商標庁の審査官や、第一線で活躍する特許弁護
士の評価によれば、既存のAIツールを利用して作成された特許出願の多くは「極めてお粗末（awful
）」な品質に留まっていたとされる 8。AIが生成した明細書には無数の不整合が存在し、それを人間
が手動で修正しようとすると、特許法上禁じられている「新規事項の追加（new matter）」と見なされ
るリスクが生じる。結果として、審査プロセスが数ヶ月長引く、あるいは権利化を諦めて出願放棄に

至るケースすら報告されていた 8。 
具体的に、Opus 4.8を利用した際に生じていた知財実務特有の不便さや限界は、主に以下の四つ
の側面に集約される。 
第一の限界は、特許法特有の「先行詞の基準（Antecedent Basis）」と文書全体の一貫性の欠如で
ある。特許請求の範囲（クレーム）と明細書本文は、厳密な用語の統一が求められる。例えば、ク

レームで「第一のプロセッサ」と定義した場合、明細書の実施例でも一言一句違わず同じ用語を使用

し、その機能と構造をサポートしなければならない。Opus 4.8は一度の出力で高品質な文章を生成
するものの、人間がクレームの一部を修正した際に、それに連動して明細書の実施例、要約、図面

の簡単な説明の該当箇所を「自律的かつ網羅的に」修正する能力には欠けていた。この一貫性の欠

如は、米国特許法第112条（明確性要件およびサポート要件）に基づく拒絶理由の最大の温床となっ
ていた 8。 
第二の限界は、同期型処理に起因するトークンの枯渇とセッションの分断である。Opus 4.8は「同期
型（Synchronous）」のコラボレーションに最適化されており、ユーザーのプロンプトに対して即座に応
答を返す設計であった 1。しかし、数十ページから数百ページに及ぶ特許明細書全体の作成という巨
大なタスクを単一のプロンプトで処理させようとすると、「自己破壊的」とも言えるトークン消費を引き

起こし、APIのレート制限やProプランの利用枠を即座に使い果たすという深刻な問題があった 9。そ
のため、弁理士はタスクを「クレーム1の作成」「実施例1の作成」「図面2の説明」などと細かく分割し、
手動で何度もプロンプトを再入力して文脈を維持する（Context Rotを防ぐ）という非常に非効率な労
力を強いられていた 10。 
第三の限界は、AIの学習データに依存した「予測可能で一般的なクレーム設計の罠」である。AIベー
スのクレーム作成は、既存の特許データのパターンに基づくため、生成される新たなクレームが一般

的で無難なもの（Generic or Predictable）に陥りがちであった 11。真に商業的価値のある特許は、広

すぎて無効化されるリスクと、狭すぎて競合他社に容易に回避（Design-around）されるリスクの間の
絶妙なバランスを取る必要がある。Opus 4.8は、このような「法的手加減」や高度な戦略的推論を自
律的に反復・検証し、最適なクレームスコープを導き出すには至っていなかった 11。 
第四の限界は、図面等の視覚情報の解釈とテキスト本文との連携における致命的な弱さである。特

許実務において図面（フローチャート、ブロック図、機械構造の断面図など）は、発明の技術的特徴

を規定する上で不可欠な要素である。AIに図面をドラフトさせる、あるいは図面から明細書を起こさ
せる試みは、実務家から「全くの無用（Totally useless）」「誤った方向に導くため有害でさえある」と酷



評されていた 8。Opus 4.8はマルチモーダル機能を備えていたものの、複雑にネストされた特許図面
の構成要素（多数の引き出し線や参照番号など）を正確に読み取り、明細書の「図面の簡単な説明」

や「発明を実施するための形態」のテキストと完全に矛盾なくリンクさせる作業には、人間による大幅

な手直しが不可避であった。 
 

 
 

Claude Fable 5のコア・アーキテクチャによる限界突破メカニ
ズム 
Claude Fable 5は、Anthropicが提供するAIモデルファミリーにおいて「Opus」のさらに上位に位置す
る「Mythos」クラスの能力を、厳重な安全策（セーフガード）を講じた上で一般ユーザーやエンタープ
ライズ向けに解放した画期的なモデルである 1。特許・知財業務におけるOpus 4.8の構造的な限界
は、Fable 5が新たに備えた三つのコア・コンピタンスによって根本的に解消される。 
非同期・自律型の長期タスク実行（Agentic Workflows）とプロンプト疲労の終



焉 

第一のブレークスルーは、処理パラダイムが「同期型」から「非同期・自律型」へと移行したことであ

る。Opus 4.8では複雑な特許出願業務を遂行する際、前述の通り人間が細かくステップを区切り、
次々と指示を与え続ける必要があった。 
対照的に、Fable 5は「極めて野心的で長期間にわたる非同期タスク（asynchronous tasks）」に特化
して設計されている 1。Claude CodeやClaude Managed Agentsといったエージェント・ハーネス（
Agent harness）内で動作するFable 5は、数日間にわたって人間の介入なしに自律的に働き続ける
ことが可能である 12。知財実務におけるこの能力の最大の恩恵は、実務家がタスクをAIに「丸投げ（
Hand off）」できるようになる点である。 
弁理士や知財部員は、Fable 5に対して「提供された発明者からの技術メモと3件の先行技術文献を
詳細に分析し、本発明の新規性と進歩性を際立たせる特許請求の範囲を、広いスコープから狭いス

コープまで5段階のバリエーションで作成せよ。その後、最も権利化の可能性が高いクレームセットに
基づいて、米国特許庁の審査基準に準拠した完全な明細書草案と、必要な図面の構成案を自動生

成せよ」というマクロレベルの指示を一度与えるだけでよい。Fable 5は、この巨大な目標を達成する
ためのアプローチを自ら計画し、進行状況を目標と照らし合わせて確認し、必要に応じてサブタスク

に分割したりサブエージェントにタスクを委任したりしながら、自己修正を加えつつ作業を進める 1。こ
れにより、ユーザーはOpus 4.8の時のようにトークン制限の管理やセッション切断によるコンテキス
トの再入力に悩まされることなく、完成した高度なドラフトの最終的な戦略的レビューにのみ自身の

専門性を集中させることができる 13。 
プロアクティブな自己検証機能による特許品質の担保 

第二のブレークスルーは、品質管理の自動化である。知財実務家にとって最も警戒すべき事態は、

AIがもっともらしい文章を生成したものの、法的に破綻しているクレームや、技術的に実現不可能な
実施例を組み込んでしまうことである。Opus 4.8は推論能力に優れていたが、それでも出力結果の
最終的な正当性チェックや用語の一貫性確認は、人間の弁理士の目に全面的に依存していた。 
Fable 5は、単に要求された文章を生成するだけでなく、「自らの仕事をテストし、検証する」という高
度なソフトウェアエンジニアリング的なアプローチを、特許文書の作成という法務タスクにも適用する 
12。Fable 5は徹底的かつプロアクティブ（Proactive）に機能し、自律的な作業セッション中に「自己検
証用の評価ハーネス」を独自に開発する能力を持つ 1。 
具体的には、特許明細書のドラフト作成プロセスにおいて、Fable 5はバックグラウンドで自律的にテ
ストスクリプトやチェックリストを作成する。例えば、「クレームで使用されているすべての用語の先行

詞が明細書本文で適切に定義されているか」「独立項のすべての構成要件が、明細書の実施例に

よって技術的にサポート（Enablement要件を満たしているか）されているか」「図面の参照番号と本
文中の部品名称に不一致はないか」といった項目を、生成したテキストに対して実行・監査する。不

整合やエラーが発見された場合、Fable 5は人間のユーザーに報告する前に、自律的にその箇所を
修正し、再びテストを実行する 12。このプロアクティブな自己検証ループにより、Opus 4.8時代に審査
官から酷評された「無数の不整合」がドラフト段階で大幅に排除され、審査段階での第112条違反に
基づく拒絶のリスクが激減する 8。 
ネストされた特許図面の高精度な視覚処理と本文の完全同期 

第三のブレークスルーは、特許実務において極めて重要な「図面」の処理能力の飛躍的向上であ



る。特許明細書において、図面の参照番号（例：「第一のモーターコア（101）」「熱可塑性エラストマー
樹脂（102）」）と明細書本文中の記述が完全に一致しないエラーは、致命的な欠陥となる。Opus 4.8
やそれ以前のモデルは、この空間的・視覚的マッピングにおいて人間の細密な確認作業には到底

及ばなかった。 
Fable 5は、ファイルやPDF文書内に複雑にネストされた図面、フローチャート、構成図、そして表の構
造を深く理解し抽出する先進的なビジョン機能を備えている 1。この能力の進化は、図面を多用する
機械、電子、ソフトウェア特許の分野において決定的な意味を持つ。 
Fable 5は、発明者がホワイトボードに描いたラフなブロック図、技術論文のチャート、あるいはCAD
ソフトウェアのスクリーンショットを読み込み、それぞれの構成要素間の接続関係や動作フロー、さら

には暗黙の物理的制約を正確に抽出する。例えば、Fable 5は複雑な科学的チャートから正確な数
値を抽出し、さらにはスクリーンショットのみからWebアプリケーションのソースコードを再構築できる
ほどの視覚的解像度を持っている 3。この能力を知財に応用することで、Fable 5は自らが生成した
明細書のテキスト（出力結果）と、オリジナルの技術図面（入力データ）を視覚的に照合し、参照番号

や部品の空間的配置に矛盾がないかを厳密に自己評価（Critique）することが可能となる 1。これに
より、Opus 4.8では事実上不可能であった「図面情報と明細書テキストの完全な自律的同期」が、極
めて高い忠実度（High fidelity）で実現される。 

特許権利化（プロセキューション）の各フェーズにおけるFable 
5の具体的適用 
知財業界においてAIを用いた特許ドラフティングを提唱するDeepIP社のガイドによれば、2026年現
在のAIアシストによる特許ドラフティングは、単なる文章生成ツールではなく「エージェンティックなAI
ワークフロー（Agentic AI workflows）」へと進化しており、通常6つのステップで構成される 14。

Claude Fable 5の登場により、このワークフローの中核部分（ステップ2からステップ5）が、Opus 4.8
時代とは比較にならないレベルで自律化・高度化される。 
発明提案の解析と戦略的クレーム構築の高度化 

特許実務の起点となるステップ1（高品質な発明提案書の取得）に続き、ステップ2ではAIを用いた先
行技術とコンテキストの初期確認が行われ、ステップ3でAIによる初回クレームセットの生成が行わ
れる 14。 
Opus 4.8はテキスト情報の抽出には長けていたが、AIが生成するクレームは「無難で予測可能」な
ものになりがちであった 11。しかしFable 5は、この問題を「反復的な推論（Iterative Reasoning）」と
「仮説生成能力」によって克服する。Fable 5の基盤であるMythosクラスのモデルは、生命科学の研
究において人間の科学者が好む斬新な仮説を一貫して生成する能力（Anthropicの科学者がOpus
よりも80%の確率でMythosの出力を好んだというデータが存在する）を有している 3。 
この高度な推論能力を知財に応用することで、Fable 5は単なる発明提案書の要約にとどまらない。
Fable 5は、「仮に競合他社がこの特許の権利範囲を回避（Design-around）しようとした場合、どの
ような抜け道を突くか」というサイバーセキュリティ的な脆弱性探索（Red-teaming）のアプローチを用
いて、自らが生成したクレームを仮想的に攻撃する。そして、その抜け穴を事前に塞ぐための従属項

をプロアクティブに提案し、クレームセットに組み込む。さらに、図面の視覚情報から暗黙的に示され

ている技術的特徴（テキスト化されていないが図面に描かれている部品間の物理的関係性など）を

抽出し、それをクレームの構成要件として的確に言語化する。このような戦略的かつ立体的なクレー

ム構築は、Opus 4.8では実現不可能であったレベルの知的水準に達している 12。 



明細書本文と実施例の自律的かつ一貫した展開 

ステップ4における明細書（Specification）の作成は、知財業務において最も労働集約的な作業であ
る 14。従来、Opus 4.8を用いたワークフローでは、弁理士がまずクレームを確定させ、それに基づい
てAIに本文をセクションごとに展開させるアプローチが主流であった。しかし、長大な文書を作成する
過程でAIがコンテキストを喪失し、論理の破綻や用語のブレが生じることが常態化していた。 
Fable 5は、「長大なコンテキストの完全な保持」と前述の「自己検証」を組み合わせることで、このプ
ロセスを完全に非同期化し、高品質なまま完遂させる。Fable 5は、100万トークンの記憶を保持した
まま数日間のプロジェクトを中断することなく追跡できるため 5、第1段落で定義した専門用語のニュ
アンスを第150段落でも正確に使用し続け、類義語の不意な混入を徹底的に防ぐ。また、添付された
多数の複雑な科学的チャートや表（例えば、バイオ特許における単一細胞データのグラフや、ソフト

ウェア特許の複雑なアーキテクチャ図）から正確な数値を抽出し 3、それを実施例の記述に直接反映
させる。Opus 4.8のように、人間が手動でグラフの数値を読み取り、テキスト化してプロンプトで与え
るという煩雑な手間は一切不要となる。 
 

 
 



拒絶理由通知への対応と高度な先行技術調査の自動化 

審査官からの拒絶理由通知（OA）に対する応答では、審査官が引用した先行技術文献と本願発明
の差異を正確に特定し、論理的かつ説得力のある反論（Remarks）を構築する必要がある。 
Opus 4.8は、この種の分析において以前のモデルよりも情報のS/N比（シグナル・ノイズ比）を改善
し、高密度な分析出力を提供していた 5。しかし、Zapier社の自動化ベンチマーク評価でも的確に指
摘されているように、「Opusは（タスクの途中で確認のために）尋ねるために立ち止まるが、Fable 5
は（解決策が見つかるまで）探し続ける」という決定的な行動パターンの違いが存在する 13。 
Fable 5にOA対応の初期分析を任せた場合、単一の反論案を提示してプロセスを終了するわけでは
ない。自律的なエージェントとして、まず審査官の拒絶ロジックを深く解析する。次に、引用文献の図

面と本文をビジョン機能を駆使して詳細にスキャンし、審査官の認定事実の誤りや、文献に記載され

ていない本願特有の構成要件を自律的に発見する。そして、複数の反論シナリオ（例えば、クレーム

の補正なしで意見書のみで反論するシナリオ、従属項の特徴を独立項に格上げして特許性を確保

するシナリオ、全く新たな限定を明細書から抽出して加えるシナリオ）をシミュレーションする。それぞ

れの権利化成功率と権利範囲の広さを比較考量した上で、最も戦略的に優位な応答案とその根拠

を、弁理士への最終提案として提示する。このような高度な戦略的推論の完遂は、Opus 4.8の同期
的なプロンプト処理では到底到達できない領域である。 

既存の特許ドラフティング・ソリューション（LegalTech）への波
及効果 
Claude Fable 5のような基盤モデルの進化は、単体での利用に留まらず、知財業界に特化した既存
のエンタープライズ向けAIソリューション（LegalTechツール）のバックエンド・アーキテクチャに統合さ
れることで、さらなる相乗効果を生み出す。2026年時点において、業界を牽引するトップ5のAI特許ド
ラフティング・ソリューションが、Fable 5の能力によってどのように変革されるかを以下の表に示す。 
 

ソリューション名 主要な特徴・得意領

域 
Opus 4.8時代の課
題 

Fable 5統合による
機能の進化と改善点 

Specifio ソフトウェアおよびハ

イテク特許の仕様書

自動生成 15 

人間が作成した初期

クレームの品質に完

全に依存する。複雑

な化学・バイオには

不向き 15。 

Fable 5の反復推論
により、人間が与え

た初期クレームの脆

弱性をプロアクティブ

に指摘し、より強固

なクレーム案を逆提

案する機能が実現

可能になる。 

PatentPal 視覚情報からテキス

トへの変換（フロー

チャートからメソッド

クレーム等への展

抽象度の高い概念

特許の処理や、極め

て複雑にネストされ

た図面の正確な解

Fable 5の卓越したビ
ジョン機能により、複

雑な機械設計の

CAD画像や入り組ん



開） 15 釈に限界があった 15

。 
だシステム構成図か

らも、完璧な精度で

構成要件と参照番号

をテキスト化・同期す

る。 

Rowan Patents エンドツーエンドの統

合開発環境（IDE）。
リアルタイムのエ

ラーチェック機能 15 

弁理士が記述するテ

キストに対して都度

チェックを行うため、

同期的な処理の遅

延が作業のボトル

ネックになることが

あった。 

Fable 5の自律エー
ジェント機能がバック

グラウンドで常駐し、

弁理士が執筆中の

セクションの先を読

み、次に必要な実施

例や図面を非同期で

予測生成し続ける。 

Lexis+ AI 膨大な判例やグロー

バル特許データベー

スとの統合と先行技

術調査 15 

高度な防御的ドラフ

ティングには、ユー

ザーからの的確な

「質問（プロンプト）」

が不可欠であった。 

Fable 5が自らLexis
のデータベースにク

エリを発行し、類似

特許を自律検索して

クレームの特許適格

性（101条等）をセル
フテストする自律型

リサーチアシスタント

に進化する。 

Custom Enterprise 
Solutions (Vegavid
等) 

自社固有のデータ

セットを用いた専用

LLM環境の構築。完
全なデータ主権 15 

大規模な専用モデル

の構築と維持には莫

大な計算コストと

チューニング期間が

必要であった 15。 

Fable 5はAWS 
BedrockやAzure 
Foundry経由でネイ
ティブにZDR（ゼロ
データ保持）要件を

満たしつつ提供され

るため、自社環境へ

の安全かつ迅速な

デプロイが容易にな

る。 

これらのソリューションにFable 5が統合されることで、従来は「人間の作業を補助するツール」であっ
たものが、「人間の知財戦略を自律的に実行・検証するパートナー」へとその性質を根本的に変化さ

せることが推測される。 

セキュリティ、データガバナンス、および機密性（ZDR）の新た



なパラダイム 
知的財産領域、とりわけ未公開の発明提案書や特許出願前のドラフトデータは、企業の競争力の源

泉であり、絶対に外部に漏洩してはならない「極秘情報（Confidential / Pre-release IP）」に分類され
る 16。万が一これらの情報が意図せず公開された場合、特許法上の新規性を喪失する致命的な事

態（Public Disclosure Bar）を招き、権利化が完全に不可能となる。したがって、AIモデルを特許実務
に導入する上で、データの取り扱いとガバナンスポリシーは、AIの推論性能と同等以上に重要視さ
れる。 
Fable 5における「30日データ保持」の義務化とその衝撃 

Anthropicは、Mythosクラスの強力なモデル（一般公開向けのClaude Fable 5および限定公開の
Claude Mythos 5）のリリースに伴い、2026年6月9日から新たなデータポリシーを施行した。サイ
バー攻撃、生物兵器の設計、あるいは国家主導のデータ恐喝キャンペーンといった深刻な悪用を防

ぐため、トラスト＆セーフティの目的ですべてのトラフィックのプロンプトと生成された出力を強制的に

30日間保持するというものである 2。 
このポリシー変更は、これまでClaudeのエンタープライズ版やAPI利用において「データ保持なし（
Zero Data Retention: ZDR）」を前提として、機密性の高い発明データを安全に処理していた法律事
務所や企業の知財部門にとって、極めて重大なコンプライアンス上の障壁となる。なぜなら、自社の

未公開の発明情報が、たとえモデルの学習（トレーニング）に使用されないと明言されていても、外部

ベンダー（Anthropic）のサーバー上に30日間保存されること自体が、多くの企業の厳格な情報管理
規程やNDA（秘密保持契約）に抵触する恐れがあるからである。 
知財部門がFable 5を安全に利用するためのインフラ要件 

弁理士法上の守秘義務や企業の機密情報管理ポリシーを遵守しつつ、Fable 5の圧倒的な能力を
知財実務で活用するためには、一般的なClaude APIやWebコンソールからの直接アクセスではな
く、特定のメガクラウドインフラを経由したセキュアな環境構築（VPC内での処理）が不可欠となる。 
Anthropicの公式ポリシーによれば、ZDR要件を満たさなければならない組織は、以下のいずれか
のクラウドインフラストラクチャを経由してFable 5にアクセスし、保持されるデータを自社の管理下（テ
ナント内）に留める措置を講じる必要がある 3。 
 

クラウドプラットフォーム データ保持と管理のメカニズム（ZDR環境下で
のFable 5利用） 

Amazon Bedrock Fable 5にアクセスするためにリテンション（保
持）設定を有効にする必要があるが、保持さ

れたデータはユーザー自身のAWS環境内に
完全に留まる。Anthropic側にデータが渡るこ
とはないため、データの主権と機密性が厳格

に担保される 3。 

Google Cloud Agent Platform (Vertex AI) AWSと同様に、カバードモデル（Fable 5）を利



用するためにはリテンションを有効にする必要

があるが、保持されたデータはユーザー自身

のGCP環境内に留まり、外部流出を防ぐこと
ができる 3。 

Microsoft Foundry (Azure) Azureサブスクリプションごとにリテンションが
設定される。既存の環境でZDRを設定してい
る組織は、Fable 5等の指定モデルにアクセス
するために、データ保持を許可する別の独立

したAzureサブスクリプションを新規作成し、
そこで管理する必要がある 3。 

このインフラ要件の変化は、法律事務所や知財部における最新AI導入のハードル（IT部門との連携
やクラウドアーキテクチャの再構築）を一段引き上げる結果となる。しかし同時に、自社の過去の特

許データベースや秘匿ノウハウとFable 5をセキュアなクラウド環境内で連携（RAG: 検索拡張生成）
させることで、外部に情報を一切漏らさずに、自社特有のスタイルに完全に最適化されたMythosレ
ベルのドラフティング環境を構築する強力なインセンティブにもなる。 

セーフガード機能の副作用：バイオ・化学・サイバー領域特許

におけるOpus 4.8へのフォールバック 
知財業務において戦略的に留意すべきFable 5のもう一つの重要な特性は、極端に保守的にチュー
ニングされた「セーフガード（安全分類器）」の存在である。Fable 5は、サイバーセキュリティ、生物
学、化学など、悪用リスクが高いと判定されたクエリに対しては回答をブロックし、意図的に一つ下の

階層のモデルであるClaude Opus 4.8に処理をフォールバック（引き継ぎ）させ、その旨をユーザー
に通知するという安全仕様が組み込まれている 2。 
このセーフガードは、無害なリクエストを誤ってブロックしてしまう「偽陽性（False Positive）」を最小限
に抑えるよう設計されており、全セッションの平均5%未満でしか発動しないとされている 2。しかしな
がら、バイオテクノロジー、製薬、新規化学物質、情報セキュリティ（暗号技術など）といった特定の先

端分野の特許出願を専門とする実務家にとっては、この5%という数字は額面通りには受け取れな
い。特許明細書に記載される遺伝子配列データ、化合物の合成プロセス、あるいはソフトウェアの脆

弱性を突くような新しいセキュリティシステムのアルゴリズムは、AIの安全分類器から見れば「生物
兵器のレシピ」や「マルウェアのソースコード」と非常に似通った特徴量を持つためである。 
したがって、これらの特定分野の特許実務においては、完全に無害で合法的な技術内容のドラフ

ティングであっても、セーフガードが頻繁にトリガーされ、Fable 5の自律的な最大能力を発揮できず、
結果としてOpus 4.8レベルの同期的な出力に制限される可能性が高い 2。 
このような先端技術を扱う知財実務家や企業は、長期的にはFable 5のセーフガードが解除された無
制限モデルである「Claude Mythos 5」へのアクセス権を取得する必要に迫られる。Mythos 5は現
在、米国政府と連携する「Project Glasswing」を通じて一部のサイバー防衛機関やインフラ提供者
にのみ限定公開されているが、Anthropicは今後、このモデルへのアクセスを生物医学研究などの
分野に向けたより広範な「トラステッド・アクセス・プログラム（Trusted Access Program）」を通じて拡
大する意向を示している 3。先端分野の知財部門は、この厳格な審査・承認プロセスへの早期参加
を戦略的に視野に入れるべきである。 



コスト・パフォーマンスと知財部門のROI（投資利益率）分析 
最先端のAIモデルを知財実務に導入するにあたり、コスト・パフォーマンスの分析は避けて通れな
い。Opus 4.8のAPI利用料金は、入力トークン100万あたり5ドル、出力トークン100万あたり25ドルで
あった 5。これに対し、Fable 5の料金は入力トークン100万あたり10ドル、出力トークン100万あたり
50ドルと、正確にOpus 4.8の2倍に設定されている 3。 
単価のみを比較すれば、Fable 5は非常に高価なソリューションに見える。しかし、知財業務の全体
的なROI（投資利益率）という観点からは、全く異なる様相を呈する。前述の通り、Opus 4.8は対話型
の処理を中心とするため、特許明細書のような長大な文書を作成する際、ユーザーは何度もプロン

プトを入力し直し、生成結果を読み込んで修正を加え、再度プロンプトを発行するという膨大な「人間

の介入時間（Human-in-the-loop time）」を消費していた。 
一方、Fable 5は非同期の自律型エージェントとして機能するため、一度の的確な指示（マクロプロン
プト）を与えるだけで、数日間にわたる分析、ドラフティング、自己検証のプロセスを自律的に完遂す

る 1。弁理士や知財部員の労働単価（タイムチャージ）は極めて高額である。Fable 5のAPI利用料が2
倍になったとしても、弁理士がAIの出力結果を修正し、再指示を出すために費やしていた数時間か
ら数十時間におよぶ人的コストが削減されることを考慮すれば、総合的なコスト効率（一案件あたり

の処理コスト）はFable 5を利用した方が圧倒的に優れていると結論付けられる。加えて、プロアク
ティブな自己検証によって112条違反等のリスクが低減し、中間処理（OA対応）の回数が減ることで
得られるプロセキューション全体のコスト削減効果は計り知れない。 

結論：弁理士および知財プロフェッショナルの役割の再定義 
2026年6月9日に公開されたClaude Fable 5は、知財・特許領域においてClaude Opus 4.8が抱えて
いた実務上の「不便さ」を根本的に覆すパラダイムシフトをもたらした。 
100万トークンの文脈理解やマルチモーダル機能といったOpus 4.8の優れた基礎能力を継承しつ
つ、Fable 5は「非同期型の自律的な長期タスク実行能力」「複雑な特許図面を正確に解釈し本文と
照合する高度なビジョン機能」「先行詞の欠如や記載不備を未然に防ぐ自己検証・テスト機能」という

3つの次元で飛躍的な進化を遂げた。これにより、弁理士を悩ませていたトークン枯渇によるセッショ
ン分断や、クレームと明細書の不整合による拒絶リスク、そして無難で予測可能なクレームの生成と

いった課題が、AIの自律的なプロセスによって解決される道が拓かれた。 
一方で、Mythosレベルの強大な能力に伴うセキュリティ要件、具体的には30日間のデータ保持ルー
ルの義務化や、サイバー・バイオ領域でのOpus 4.8へのフォールバック機構は、法律事務所や企業
知財部に対して、AWS BedrockやAzure Foundry等を経由した厳格なゼロデータ保持（ZDR）環境の
構築という新たなインフラ的課題を突きつけている。 
この技術的進化が意味するのは、知財プロフェッショナルのコア・バリューの完全な移行である。

Fable 5の登場により、弁理士や特許技術者の役割は、従来のような「技術内容を法的な文章（特許
言語）に翻訳し、体裁を整える作業（Drafting）」から、「AIエージェントに対して戦略的な目標と評価
基準を与え、最終的な出力の法的妥当性とビジネス上の価値を判断する作業（Strategic Reviewing 
& Auditing）」へと変化する。「Fable 5はOpus 4.8が尋ねてきたところで立ち止まらずに作業を続け
る」という特性は、人間がAIの「手足」としてプロンプトを打ち続ける時代が終わり、AIが人間の「自律
した部下」として機能する時代の幕開けを象徴している。 
今後、Claude Fable 5を単なる「高度な文章生成ツール」としてではなく、「自律的に推敲と検証を繰
り返す知財パラリーガル・エージェント」として、セキュアな環境下で自社のワークフローに戦略的に

統合できた組織こそが、競争が激化するグローバルな技術開発競争において、極めて強力で権利



行使の容易な特許ポートフォリオを最速で構築することになる。知財実務は今、手作業による精密な

工芸品の制作から、高度なAIシステムを指揮するオーケストレーションへと、その本質を劇的に変化
させようとしているのである。 
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